平成２６年度「企業の合計特殊子宝率（愛称：企業子宝率）」調査結果の概要
１　調査状況
県内本社企業　９５１社　※従業員数（５９歳以下）１０人以上の企業
２　調査結果
企業子宝率　　平均：１．３７　最高値：２．５８　最低値：０．０９
　企業子宝率２．０以上企業　４５社／９５１社

３　今年度の分析結果
　　　★企業子宝率と職場環境を示す数値（有給休暇、所定外労働時間、早期離職率）との関連性を分析
○企業子宝率が高い企業ほど、
・1人当たりの有給休暇取得日数やその取得率が高くなる傾向
・1人当たりの所定外労働時間が短くなる傾向
・早期離職率が低くなる傾向
　　　　となっている。

　　　○このことから、企業子宝率は『働きやすい職場環境』を見分ける指標として有効であり、若者や女性などの人材を確保する
うえで、『良好な職場環境』があることをアピールするものとして、企業子宝率を活用することができる。
	企業子宝率
	１．０未満
	～１．５未満
	～１．８未満
	～２．０未満
	２．０以上

	①有給休暇　取得日数（日）（１人当たり年間）
	５．４
	６．５
	６．７
	６．９
	７．７

	有給休暇　取得率　（％）（１人当たり年間）
	３３．０
	３８．０
	４０．２
	４１．５
	４７．３

	②所定外労働時間数（時間）（１人当たり年間）
	１６０．３
	１００．１
	６８．４
	７０．９
	４３．６

	③早期離職率（％）（直近３年間）
	２１．０
	２１．１
	２０．８
	１２．５
	８．７


　　　　　※企業子宝率調査協力企業のうち県就業環境基礎調査のデータがある企業（４２４社）の分析
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